
言語学論叢第五5・王6号（1997）

ホメー四ス㊥ギリシア語における語糠アオリストの用例と

　　　　　　　　印欧語理諭に基づくその解析

　　　　　　　　　　　　　　　　吉田育馬

工田語根ア才リストとは？

　語根アオリストとは、印欧祖語ならびに印欧祖語の形態論的構造を継承している諸言

語（以下「印欧語」という）において印欧祖語の幹母音（the狐atic　vowe1）＊一e／o一を介さず

に語根または語基（純粋な語根に拡張子としての喉音一H、一を添加してできたもの、たとえ

ば＊一§eM，J生む」、＊WeレH、一「望む」等）に直接語尾をくっつけてできた瞬間相としての

過去形のことである。このアオリストが残ったのは、インド・イラン語派の古代語（サンスク

リット語、アヴェスタ語、古代ペルシア語）と古代ギリシア語のみであって、Robert　S．P．

Beekes（！995，235頁）によればアルメニア語にも残っているというが、アルメニア語自

身は幹母音一＊e／o一を失った言語なので（ギリシア語凱tπε［aor．sg．3］「残した、立ち去った」

＜IE＊6，1i．kw．e．tに対するアルメニア語elik’を参照）、幹母音型アオリストに明瞭に区別

される形での語根アオリストが残っているわけではない。また、アオリストという独自の時

制としては存在しないが、アナトリア語派の諸言語のmi一動詞の過去形は、基本的に語

根アオリストだと考えてよい。アナトリア語派では時制は現在と過去しかなく、過去形はギ

リシア語やインド・イラン語派と同じアプラウトを行うからである。

　この語根アオリストは、mi一動詞と同じく、通常は、能動単数e階梯：その他（双・複数、

中動態）②階梯の交代を行ったとされておリ、これはガーサー・アヴェスタ語のyaugt

［sg．3］：yujan［p1．3］「輌に繋いだ」〈IE＊y台ug－t：＊yug－6nt，etc．に見られるが、これがホ

メーロス・ギリシア語でばどのような形で現れているのか、それを例示するとともに印欧語

学の観点から子細に検討したい。

　皿、ホメーロス画ギリシア語における酷根アオリストの実例

　後代（紀元前5～4世紀）のアッティカ方言と異なリ、ホメーロス・ギリシア語にはかなり

多くの語根アオリストが残っている。ここでは、アッティカ方言にも見られる柵Ψt「置

く」に対する’きθηKα［単1コ：きθ印εv［複1コのようなごく当たり前の例を除き、ホメーロス・
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β巾εvαt　　　（Aeoi．）（ξ327）

σ竹μεvαし　　（Aeol．）（X253）

㈹てα一mψεv（Aeo1．）「殺す」（M172）

Kαてα一榊血μεw1（AeoL）（Φ140，Φ170）

　　　　　　θξ岬W

　　　　　　δもμεVαL

？　　　　O杭ψεW・

②分詞単主男K咋）あv

　　　　　　Kαてα一Kτ的

e（？）

②

（Aeo1．）「置く」（B285，Ψ45）

（Aeol．）（Z185，Z411）

（Aeo1．）（Φ68）

（A35，M353，v272，肌472）

（X323）

　n㎝λ℃一δψ恥原義r多くを蜷した」（M60，M210，X100）

　παρα一gθ的　「先んずる、追い越す」（X1g7）

　もm－gθ紅　　r先んずる、先んじて～する」（H144）

　＆肌一〇印恥　　「取り除く、奪う」（A356，A507，B240，Z455，v270）

　き凧一πλ欠　　r～の上を航行する、渡って行く」（Z291）

女φoCσα／p撒aノ（Boeot．）（Cori㎜．21）

複主男ψWεS

（e）

②［中コ単1

　　　　2

e

②

Xε’OO〔Vτεら

λも岬V

きσ占℃。

もπ一台δεξO

εμ一汎VDτO

き肌ατ0

肌伽O

απ一εKてατO

εσσOてO

σもτO

帥Om
○巳μ（P一εXDτO

X伽O

λ侃0

（v268）

（Ψ257）

「解放された」（Φ80）

r急いで行った、疾走した」（n585．1447）

「迎え入れた」（ξ54）

「意識を取り戻した、息を吹き返した」（X475，ε458）

r飛んだ」（n469）

（Ψ880）

「殺された」（0437，p472）

（ξ34）

（Φ167）

「滅びた、死んだ」（Σ100）

「周りに注がれた」（B41）

「注がれた」（Ψ385）

「ゆるんだ、萎えた」（Φエ14）
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e　　　　　　　δξXθαt　　　　（A23，A377）

②分詞単主男伽o一肌ψεvoら「飛び去る」（B71）

　　　　　　gθψεvoら　　「先んずる」（Ψ779）

　　　　　　ξζ一畝μεvoら　「とび出す」（Ψ399）

　　　　　　咋て一畝咋vog「目がけてとびかかって後を追いかけてj（M305，Ψ345）

　　　　　　βλ｛μεvoら　　　（A206）

e　　　　　δ台Wεvoら　　「待つ、待ちかまえる」（B794，リ385）

②　女帆Ψ台vη（X362）
　　　対男　ξ凧一畝岬vo。「跳び乗る」（H15）

　　　　　　｝O叫εvov　　［人名コ原義「立ち向かった、突進した」（M187）

　　　　　　β入巾εvov　（M391）

　主／対中　6ρμεvov　　　　　「生起した、わき起こった」（Φ14）

　　　属男　Kてα峰v010　　　　（X75，Ψ23）

　　　　　　Kαてα一gθΨξv帆o　　「減んだ、死滅した」（X288）

　　　　　　βλη峰・oリ　　　（ρ490，ρ499）

　　　与男　帥η（F）t－Kw庫岬　　「戦闘で殺された」（X72）

e　複主男　mてt一δ全Wεv0L　　（ep．）「待つ、待ちかまえる」（H415）

？　　　　　o㍍ψεvot　　　　「傷つけられて」（A65g）

e　　　女　πoてトδ卸μεvα1　　（ep．）「待つ、待ち迎える」（Bi37）

②　　属男　δαt－mΨ台vo）v　　「戦いで殺された」（Φ146）

　（出典個所に出てくるA，B，F．．．は、『イーリアス』の巻数で、Aを第1歌とし、以下アルファベットの順番

で巻数が記されており、最後のΩが第24歌ということになる。同様に小文字のα，β，γ．．．は薪オデュッセイ

ア』の巻数である。）

　以上が、現在までに私が調べ終えた範囲でのホメーロスに出てくる語根アオリストであ

るが、かなり多数保存された上に、印欧祖語の基本構造はほぼ完壁な姿で保存された。

　基本的には、mi一動詞とまったく同じアプラウトを行った。He1mut　Rix（1976，214

頁）は、複数3人称のみが②階梯を取り、それ以外、すなわち、単数、双数、複数1・2人

称はe階梯をとると言っているが、これはインド・イラン語派とギリシア語に共通して行わ

れた改新であり、なかんずくインド・イラン語派において徹底して行われたものである。こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一6　一



れについては後ほど詳しく論じたいが、最も基本的なパターンとしては、能動単数でe

階梯、それ以外（双・複数ならびに中動）では②階梯をとり、接続法はe階梯をとる幹母

音型活用、希求法は②階梯をとり、法接尾辞の部分が直説法的なアプラウトを行い、分

詞はすべて②階梯をとった。命令法は数と人称の両方によるので、その片一方では割り

切れない。中動態のみでしか現れない動詞、すなわちmedia　tantumは基本的にはe

階梯をとった。これは、mi一動詞とまったく同じアプラウト構造であり、完了とも基本的に

はまったく同じであった。完了とは分詞とmediatantu㎜の扱いが異なる（完了では後

者は普通の中動とまったく同じ）が、それ以外、定型一般では直説法能動単数が同じ充

実階梯ではあるものの、語根アオリストはe階梯、完了はO階梯という違いがある点を

除き、まったく同じである。完了が名詞的にO階梯をとるのぱ、動態であるmi一動詞とア

オリストに対して、「過去の行為の結果としての状態相」といういわば静態であるからだと

思われる。最も標準的なパラダイムの対応をあげると、次のようになる：

　　　　　　　　　Skt．

単1＊（6一）st餉。一m　　色kar一帥　　合stha－m

　2＊（6一）st餉。一s　　敬ar　　色s腕一s

　3＊（台一）st6H2－t　　　　色kar　　　　　色stha－t

双3＊（6一）s噂。一t6H2m色kar－t昼m　色s由註一tam

複1＊（6一）s噂2－m6（n）　色kaトma　　色sth邑一ma

　2＊（6＿）stは2＿t6　　　　　色kaトta　　　　色sth邑＿ta

　3＊6－stH2－qt　　　　　　　　　　　　　　　　色sthur

　　＊stHr6nt　　　　　　　色kr－an

　　「立った」　　　rした」

Hom．Gk

きσmV　　きβηV　　艶ηKα

きστηら　誉βη9　　きθηKαS

きση，σ苅き餉，餉　　登9wε，θ巾ε

σ巾ηV　β伽W　　搬叩

きomμεv　邸ημεv　　萱G印εv

きσwε　き肺ε　　登θετε

登σWV　きβαV　　萱θεOαV

σ曲V　　β伽

　　　　　「行った」　「置いた」

　以上ぱBeekes（1995，236頁）に若干の手を加えて作成したものだが、この図で、こ

れまで述べてきた語根アオリストのパラダイムアプラウトなるものがいかなるものかおわか

りいただけたかと思う。詳細については、次章で見ていくが、ここでは語尾について若干

述べてみたい。

　まず、単数1人称で、Skt．では一amと一mという二つの形が、そしてGk．でも．αと．v

という2つの形が現れているが、これは子音の後の成節的な＊一n〕と母音の後の純子音的

な＊一mのインド・イラン語派とギリシア語における現れであって、語尾としてぱひとつにさ



かのぼる。問題はむしろ複数3人称形である。Sk仁には一urと一anという二つの形がある。

前者は完了からの借リ物で、Laい刀㎝加一εre「記憶している」＜玉E＊me－nm喜三の②階梯

形で、ガーサーアヴェスタ語のcikai㈱「思う」の一r§＜IE＊一r－sにぴったり対応する形で

あるが、ではなぜここで、一anという本来の語尾ではなく、完了語尾を使わなくてぱならな

かったのだろうか。私は、これはBeekes（1995，236頁）が示唆しているとおりで、この

．urというのぱ、もともと同じく②階梯の語尾であった動態（現在、未来、アオリスト）の第二

次語尾＊一班が同じ②階梯の静態（完了）語尾＊一τsによって置き換えられてできた形（Sk仁

的な現れ）であると断定したい。すなわちこの＊一ntは、インド語派では死滅しかかってい

る形で、現にs一アオリストでも勾ai睾一am〔単1コ「征服した」の複数3人称形は色jai§一urで

あった。これに対してGk．でぱ、紬孔σ一α［単1コ「償った」＜IE＊6－kwεi－s－mに対する複数

3人称形はきてεtσ一αv＜IE＊6－kwei－s一口tで、もっと近縁のG．Av．ではvraj一［歩く」のs一ア

オリスト複数3人称形はv鰍§一at＜IE＊wr蛤s－pt（Beekes：1988，185頁）であって、印

欧祖語伝来の＊一叫は保持された。Gk．では一α一、G．Av．ではヰが出ているが、これは

成節の＊nのギリシア語ならびにインド・イラン語派的な現れであり、なんら問題はない。

むしろ問題は＊nが現れるアプラウト環境である。ここではS一アオリストでこの形が現れて

いるが、S一アオリストというのは、後で詳しく述べるが、パラダイム内において常に充実階

梯（e階梯、e階梯、6階梯）しか出てこない印欧祖語のstaticinf1ectionに属するひと

つのパラダイム形態であって（1）、アクセントは常に語根ないしは語幹に落ちた。したがっ

て、後続の＊一entはそのe母音を失い＊口tとなったわけで、ここに語根アオリストの複数

3人称形として二形を立てる必要性が生じるのである。すなわち、aUgme航umの＊6一

を持つ形ではaugmentにアクセントがあるために語尾は②階梯をとって・一叫で現れ、

持たない形では本来の巻entが現れた。図式化すると、augme就um形では6－R（②）サ、

非augmentum形ではR（②）一6ntとなる。これは複数3人称だけについていえることでぱ

なく、語根アオリストやmi．動詞、完了といった非幹母音型活用全般にわたっていえるこ

とであって、単数でe階梯をとるのは語尾が②階梯でしか現れえないからであり、双・複

数で②階梯をとるのも語尾が充実階梯をとっているからである。なお語根アオリストの複

数3人称の場合は、語根アオリスト内部に更なる傍証があり、中動態の複数3人称はSkt．

で一a1aと一antaという二つの語尾があるが、この分布状況が上述の説の正当性を雄弁に

物語っている。すなわち、この表の色kar－amの中動複数3人称形は、augme航um形で

ぱ色krata＜1E＊6－kwr－1其o、非augmentum形（繋辞法injunctive）ではkr色nta＜1E



＊kwr－6ntoであり（Beekes：玉995，236頁）、またy㎜益畑「輌に繋ぐ」＜IE＊yu介6g－m－i

の語根アオリスト中動複数3人称の繋辞法の形は、yuj㎝ta＜玉E＊yug一釦to（Rix：1976，

248頁）であった。この区別はおぼろげながらH㎝11Gk．にのこっており、帥航αてo（A251）

「減んだ、死んだ」＜玉E＊6dbgwhiy－qtoとξwo（A469）「放った」〈IE＊iHr6ntoは、本来この

区別を反映した形だったのだろう。

　ここでのHom．Gk．での諸形より導き出きれる図式をまず結論的に述べると、以下のよう

になる。音韻環境上のe階梯は括弧でくくっておく：

直説法能動単数　　（6）C16C。一D（②）　　（6）C16RC。一D（②）

　　　その他　　　（台）C1（e）C。一D（台／6）　（台）C一迅C。一D（6／6）

接続法　　　　　　C16C。一e／o－D　　　　C16RC。一e／o－D

希求法能動単数　　C1（e）C。一y餉一D（②）　C1尽C。伸。D（②）

　　　その他　　　Cl（e）C。一iH1－D（6／6）　C1專C。一i叶D（6／6）

命令法能動単2　　C1（e）C。一dhi　　　　C侭C㌘dhi

　　　　　　3　　　C16C2－t－u　　　　　　　C16RC2七u

　　　　　複2　　C1台C。一te（一n）　　　C16RC．te（一n）

　　　　　　　　　～C1（e）C2－t6（¶）　　　～C1尽C2イ6（一n）

　　　　　　3　　　C止（e）Cガ6耐一u　　　　　C侭C2一台nt－u

分詞は、音韻階梯場のe階梯を除き、語根をC1eC。一で代表させると：

能動単数主格　　　ClC。一6n　　　　　C1C。一6nt－s

　　　　呼格　　　C1C。一6nt　　　　qC。一6nt

　　その他強格　　C1C㌘6nt－D　　　　CiC。一6nt－D

　　弱キ各　　　　　　　　　　　C1C。一pt－D

　　単数位格　　　　　　CiC。一釦t一

中動男　　　　　　C1C。一mH止n6－s　女一6H。　中一6－m

　となる。ただし、分詞ばここでは男性形で代表させた。女性は、ギリシァ語とインド・イ

ラン語派とカト致して示すところによると、単数主格ClC。一qt－iH。、C1C。一qt－iH。一m、属

c，c。一1〕t－y餉。一sというように、常に女性接尾辞の上にアクセントが落ち、この部分が強格

で②階梯で、弱格でe階梯という交替を行うのみで、語根と分詞接尾辞は常に②階梯



で無アクセントである。しかし、これは印欧祖語の末期に整理統合されてできたアプラウ

トパターンであリ、本来はiH。一語幹も他の子音語幹同様、強格と弱格の間でアプラウトを

行ったのだった。これはたとえぱ、Gk．に残る6ργ帆α（lon．）（Ψ327）「一尋（＝6π6δεs，約

1．8m）」、対6ργ帆αv（1325），属6pγ州g（Hdむ2，149），別形6ρ6γ帆α（詩）（対一αv

piア．4，228）＜IE＊H．r略us－iH。，対＊H．r略㎜一iH。一m，属＊H。略㎜一y餉。一sや、帥帆α「道、街」、

対帥帆αv（Y254），与帥帆争（P　Oxy722．12（1A．D）），複主抑帆αt（β388）＜玉E＊H。舘一us－iH。，

対＊H。略㎜塩、珊，与＊H倉㎜一y6H㌘ei，複主＊磁珊一y6H。一iや、nλ伽αしα「Bomてtαの町、

第三次ペルシア戦役の古戦場」、対nλ伽αしαv（B504），属KpαTα喚（詩）「強い、激しい」

く玉E＊p1乱H。斗iH。，対＊p1林H。一w－iH。一m，属＊kτt－w－iy餉。一s（語根は異なるが交替は察せ

られる）といったごく限られた化石的な例より察するに、単数主格R（6）一S（②）一櫨、，対格

R（6）一S（②）為、一m，弱格R（②）一S（②）一y餉、一Dといったパラダイムアプラウトを行ったと考えられ

る（2）。なお、語根アオリスト分詞女性形に関しては、管見のかぎりでは、こういった交替

を行うものはまだ見つかっていないので、本稿では省略させていただく。見つかリしだい

述べてみたい。

　以上のような諸事実をふまえて、次章では、ホメーロス・ギリシア語に出てくる具体的な

形を子細に検討してみたい：

皿，語根ア才リストのアプラウト構造と

そのホメーロス1ギリシア語での反映

i）皿obi1e蚊pe（アクセント可動型）

　ホメーロス・ギリシア語では、能動・中動間のアプラウトや分詞の②階梯ぱほぼ完全な

姿で保存された。中動態と分詞は、音韻環境上のe階梯とmediata航umのe階梯を

除くと（δξKτo（B420），δ全Wεvoら（B794，D385）はIE＊d拠to，＊d酪n軸no－sである）、すべて

②階梯であリ、能動単数もきほんてきにはe階梯である。第2章での例よりまとめあげる

と、以下のようになる：

α）能動e階梯：中動②階梯

①能単3Xε㊦ε（v189，π47），勃ε悦（v）（U54，℃260）くIE・（台一）套h6u－t

　　：中単3ψてo（Ψ385），＆岬一全X帆o（B41）＜IE・（6一）釦一亡6

一！0一



R
 

O
 

~
 

~~3 

^~~~~3 

H~~~2 

3
 

~~ ~~ 3 

~~~~3 

~~~~ 1 

~ ~~ ~~ 

X~vl~o ((~)181), ~(~-~Xl)¥'1;o (M470) < IE *(6=)~hu-nt6 

a8~g(¥') (Z133, ~35), ~lr-~aa81)8(v) (1)87) < IE *(6-)ky6u-t 

~ac~l)o (H585, t447) < IE *6-kyu-so 

a~~;o ((~)167), ~c'al)1;o (~34) < IE *(6-)kyu-t6 

~?K8 (A48) < IE *~-yeHl-k=t 

~vl;o (A469, B432) < IE *iHl-~nto 

~~e~v < IE *6-dhg~heH2-m 

(pe~u8¥'oq (lll779) < IE *dhg~h~2=ml:Iln6-s 

~)^~~~~i e P~~~e 

O ~~~~l ~K~(F)oe (A40) < IE *~-keH2W-rQ 

( ~f ~~~~~~/'. : ~~;x~J7;f lj;z. h~f~~iS~ }coe(F)~uevoeL (Aeol.) (lP198. H!210), 

Koc~al;8Lpoc, ~~ -~q (M316) r,~~~~ J;~t~~. ~;~U~¥J ) 

~) ~~~~L3 ~veu(8 (~70) < IE *Hln6k-t t~ Ved. ~nat. 

( o ~~~l~~･'/ : ;~ T ~¥'~voxce < IE *Hlne-H,n6k-H2e, Russ. Hoc~Tb [~~~~:~!,,~] r~~~J , 

Lith, na~yii (Fi]) < IE *Hlnok=6ye- ) 

(D ~l~~3 ~rpeL1;o (~100) < IE *6-dhg"hi-to 

~~3 ~~~iocl;o (A251) < IE *6-dhg~hiy-l~to 

)f~E~~ q)etaeoct (~ll7) < IE *dhg~hi-dh-y6H2-ei 

~~~~~~ lcocl~oe-(petu~¥'oLo (X288) < IE *dhg~hi-mJ~:In6-syo(3) 

(~~)L~-~~~L~~e :~~~1V7;~]j;z,h ~q)e8tace r~~}~ut･･._. ~~~"*'~Uf",_j , rpe6~ r~,~j~ylJ'. ~~~=~'~~'tJ ) 

R ~~>~~~(K~l)u~¥'~ (~47) < IE 'klu-mH n eH 

(~~)u~~~~~1~~ : K~~(F)o~ rD~, ~1~~. ~~~ tLJ , Skt. ~r~vas. Av, srauu~. OCS slovo, 

~~ slovese, Russ. CJI6BO, t<~((I~) ) CJIOBec~ < IE *kl6w-os, Skt. ~~i~~7;t]j;~ h~~ 
~~ 

3 ~~rot < IE *6-kleu-t ) 

O [~l~jil ~~u~¥' ((~)80) < IE *lu-mH2-nJ(?) ( *H2 f~~~'Si~) 

3 ~~~o ((~)114). ~~l~o (~1 hapax) < IE *lu(-H2)-t6 

t,~3 ~~v~o (H12. H16) < IE *lu-nt6 

(~~~~~~~~~, : Skt. s- 77t]j;z,hi~L I ~l~vi~am < IE *6-lewl~2-s-m ) 
ju 

- 11 -



~) ~i~~~L3 ~u-7rv~l~o (X475, 8458) < IE *pnu(-H.)-t6 

~~~~~~~e oc~o lrv8Lol)aoc (Z182) [~~ ~~(] r.~~*~~~D~<J , ~¥'ot~, J~I _TI~n (Y215 ( ~ Ju 

~/380) r~~ ~~LO)-n~~J. Z~)~~' D~Q~~ ~~~. ~~J < IE *pnow-iy6H -ei ) 

O ~Fl~~3 ~c7L-~K1:ocl;o (0437, P472) < IE *6-kb~-to 

()~~L~~~~~~~~ : ~:~:~i2 K1;8v~8t~ (X13), ;~: ~r~j~- 1 6e~-~K~o¥'oc < IE *ke-kh6n-I~2e 

O [fl~~3 ~16cl;o (~880), ~Tc~ocl;o (H469) < IE *(~-)p~:2-t6 

~~~~~~ Iel;ocu~v~ (X362) < IE *pnj:2-rm~ln-6H2 

(T~)u~~~~~~e: ~:;~:Ti~~~;~~3 Il;81:8ae~v (X400 Y381 Y506) ;~T~~3 

lc87rol~ocloeL (Ion ) (B90) 7ro~;~ J~ TI (e337) r~:~~~~ ~:rf'?J , I~col~~oucn, ;~:~ 

;~ T~~~t,~3 Ieo)It6~vlo (M287) (----~~~) r~f~~r~~J < IE *p~tl{2-eH2-y6-nto ) 

O ~1~i3 ~~~l;o (A518), ~p~~l;o (M306) < IE *(6-)g"IH2-t6 

~~~~ P~~u8voq (A206) < IE *gwlHl-m~lln6-s 

()~~L~~~~~~i~:p~~8uvoe (X206) [~~] (~~'~'~~~) r~:~~)~~~_~IJ < IE *g~6l~l-mn-~2, P~~o~ 

(A51. X292, 1)305) r~~~~~~:~J < IE *g~61H2-0s, ~le8a-~6~o~. ~t -o¥' (B275) r rl ~~t-~_ 

t~~~IJ < IE *g~olHl-6-s - - ~ >  ~ - ) 

R ~il~~3 11~~l'o ((~)16. Y777, ~267, ~307) < IE *pl}Il-t6 

(~~)Lj~:~~~~~e : Iro~~~ r~z~~ ~J , ~~~* Ji,~'i~ 11~e~al:o~, Av. fra~~ta- < IE *p6h{l-u-s, J~~~" i,f,'~ 

*pl6Hl-is-to-s, Gth. filu [ ~1 "I~k I < IE * ' pelH u Skt panman I [ fl+'1L~~ I < IE 

*p~l~i-men-i ) 

O ~1~i3 TL~~lo (E438) < IE *plH2-t6 

(~~~j7;f]J;~ h)f ~~~r~ IL8~~aaoct (~719) < IE *p61H2-s-eH2-i, MII~~1;~:5~; T ~~l~;~i3 

l~~~¥'ce~o (~368) < IE *pi-n-~2-t6 [ n- ~~~1~~~~~')'/] ) 

R ~f~~i3 6c¥'-~l~cc~1:o (Y694) < IE *~-pl-to 

()~~L~~~~~~j~~ Lat pello ~~ If pepull r~~IJiZC~)J < IE pel d o H ~~; T 

*pe-p61-H2e-i ) 

~ ~~~3 ~pl;o (H162. H163. H211. M377, (~)248. Y214. ~288, ~290, V293, Y708, 

~812, ~836, ¥P859) < IE *6-H3r-to = Ved. arta 

~~~D-,J +1 6puevo¥' ((~)14) < IE *H3r-ml~:in6-m 

R M:I~~3 a~~o (Aeol.) (A532, ZI03. M81. M390, (~)174) < IE '6-sl~21-to 

/7J~~~ u81;-~~u~vo~ (M305, H'345) < IE *s~21-ml~1n6-s 

- 12 -



　　　（Lat．sah6「跳ぶ」）

⑬中単3ψατo（ξ王王5）＜IE＊kwriH。一tトMyc．qi－ri－ja－to（kwriato）

　　　（Skしkri柏mi，複1kr軸m色s〈玉E＊kwri－n－6H。一m－i，複1＊kwr五一岬。一m6s）

　以上をご覧になっておわかりのとおり、語根アオリストのパラダイム内アプラウトは、第

2章で述べたようにmi一動詞の中の語根現在とまったく同じ交替を行った。γ）では、①一

⑨に、とりわけギリシア語内部のデータからも明らかに②階梯であるという例をあげてお

り、うち⑥一⑨ばラリンガルに終わる二音節語基である。⑦一⑨は、一兄したところ充実

階梯のようであるが、C胆、Cがギリシア語ではCR▽Cとなったことを考えれば（oてρωて6ら

「寝具を敷き述べた」＜1E・s㎏H。一t6－s，・一n6－s＝Skt．s打叩色一s；cog．Laむstem6，eτe，stravI，

S榊㎜一「打ちのめす」）、②階梯と見るべきだろう。（）内の同源語の例はラリンガルの音

色がわかるような例を選定しておいた。IE・釣，・H。，・H。＞Gk．ε，α，oだからである。⑭一⑬

は、構造上は②階梯と考えられるが、充実階梯が見いだしにくいか、または見いだせな

い例である。最後の⑮は上例に倣って二音節語基にした。

　このホメーロス・ギリシア語の語根アオリストの能動・中動間のアプラウトは、そのままの

形では他語派とは対立しにくいが、（γ）⑪の6ρて〇二Ved．artaが唯一の対応か？）、図式

的ないしは補充的には他語派ときれいに対応する。例えぱ、γ）⑧のπλ巾。（Φ16，Ψ777，

ζ267，ξ307）＜IE＊p畑一t6ぱ、ギリシア語では能動形は失われて存在しないが、ヴェーダ

語には色prat〔単3コ＜IE＊6－p1eH。一tというSamprasar．na一型（4〕のe階梯を示す能動形があ

り、しかもこれば命令法単2p耐dhiく1E＊p風dhiという＊一dhiによる②階梯を示す命令法ま

で持っている。またアナトリア語派でも、古期ヒッタイト語には、中動単31此ta（KBo

XVH　I3x＋1）「夜が明ける」〈IE＊肚一t6という印欧祖語の語根アオリスト繋辞法にさかの

ぼりうる②階梯を示す中動形があり、この分詞形にば同じく②階梯を示ししかも接尾辞部

にアクセントを持つヴェーダ語のruc巨n色一＜IE＊1uk一叫Iln6－sが対応する（Oettinger：1

979，277頁）。なおヒッタイト語の場合は、語根動詞としてのmi一動詞が優勢であった

言語であり、しかも時制は現在と過去しかなかったので、語根動詞の過去形は基本的に

語根アオリストであったと兄てよい（5）。代表的な例をあげると、現在単3merzi，同中動形

martari「消える」くIE＊m6r－t－i，中＊lW－t6イという、能動単数e階梯：中動②階梯というア

プラウトを示す語根動詞の過去形には、能動単3merta／m舳＜IE＊1丁甘一tというe階梯形

を示す能動形があり（Oettinger：1979．20／105頁）、現在単1buekmi（StBoT8），複3
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り血anzi「屠殺する」〈IE＊H，w略m－i，複3＊帥g－6n〕という、単数e階梯：複数②階梯を

示す語根動詞の過去形には、能動単3b．ekta＜IE＊H．w略tという同じくe階梯を示す能

動形があったが、しかしこの語には現在単3b㎜ekzi＜IE＊H，u－n一蛤t－iなるn一接中辞形

も存在した。つまりこれはどういうことかというと、n一接中辞は機能的には現在幹（現在と

未完了過去を形成した語幹）の指標であったので（Lat．r㎜pO，完了r叩6「壊す」＜lE

＊ru－mサ6H。，完了伽p曲e－i）、過去形畑ktaにはn一接申辞形の現在も存在したのであ

る。すなわちこれは、γ）⑨の肌柳o（E438）「近づいた」とn一接中辞形の未完了過去（現在

幹）単3舳vαてo（Ψ368）の関係とまったく同じであり、ここに過去形が語根アオリストとし

て分離独立する必然性が生じたのである（Oettinger：ヱ979，102頁）。要は語根アオリ

ストというのは、何も特殊な形ではなく、現在形のほうが特殊なのであって、一般に印欧

祖語では、現在形は語根にn一接中辞なり＊一ye／o一，＊6ye／o一，＊eH。一y6／o，＊s鮒6一といった何

らかの接尾辞なりをくっつけたリ、加音iによる畳音（例えば未過単3δtδη（A105）「縛る」

＜IE・di－deHドt〕を行ったりして形成されたのであった。

　このように、ホメーロス・ギリシア語の語根アオリストの能動・中動間のアプラウトは他語

派からの強力なデータによっても支持されるが、それに比べると、能動での単数・双複数

間のアプラウトは極度に保存が悪かった。かろうじて保ちえているものを列記すると、以

下のようになる：

①能単3

　　　双3

　　　複3

②　能単3

　　　複3

③能単1

　　　複3

④能単3

　　　双3

⑤能単3

βη（A34，B！6，X！37，ξ532）＜IE＊gw餉2－t≒Ved．呑一g昼t

β血叩v（A327，Ψ710）〈IE＊gw耳2－t6H2m

β伽（M106）＜IE＊gwH2一釦t

きβαv（A606，B302，H429，Ψ132，v17，ξ207）＜IE＊6－gw聰2－nt

○苅（A！97，B20，o32）＜肥＊st6H2－t≒Ved．色sthat

στ＆v（Ψ358，Ψ757）＜IE＊stH2－6nt

きσてαv（α535，B467，Z106，X473）＜IE＊台一s噂2－nt≒Ved1色sthur

き卿・〈1E＊6－dwgwh・H。一1η

gθ血v（A51）＜IE＊dIlgwhH2－6nt

きηKε（A48）＜IE＊6－yeHrk－t

＆g一釦ηv（A642）＜IE＊y耳ドt6H2ユn

σεCε（v）（Z133，ξ35）＜IE＊ky6u－t
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　　　　　　全冗一ξσσεUε（v）（℃87）＜IE＊6－kyeu－t

　　　複3　K咋）ov（Z422，Y玉15，Ψ257）〈1E＊kiw－6nt←＊kiw－6nt

　　　分詞　K咋）6v（A35，M353，v272，π472）＜IE＊kiw一耐

⑥能複1＆π一細Ψεv（Ψ12！）＜IE＊6ゆ理一me（n）

　なお、アッチカ方言にも見られるアプラウトとしては、単1誉θηKα：複1きθεμεv「置い

た」、単1萱δo）Kα：複1萱δo岬vギ与えた」etcがあるが、これらも含めて、H㎝1．でも数に

よるアプラウトを行うのは厳密にはラ　リンガル終わりの語根に限られている。これを除く

と、別単語にはなったものの、単3σεCε（v）「追い立てた、駆り立てた」：複3K咋）ov，分

詞K咋）あV「行った、去った、来た」という上例の⑤があげられるだけだが、この語はα）②

にも見られるように、中単3σもτo（Φ167），きσσ帆o（ξ34）＜IE＊（6一）kyu－t6と②階梯の中動

形を保存している。能動単数e：双複数②：中動②という印欧祖語のアプラウトが、別単

語に分裂してではあるが、かろうじて保存されている非ラリンガル語根での唯一の貴重な

例である。分詞では、接尾辞部にK咋）6Vとアクセントが落ちることが、この語が本来ば

語根アオリストであったことを如実に物語っている。n水動詞ではあるが、ε恥「私は行く」

＜IE＊帥i－m－i（二Sk仁6mi，OLith．eimi）に対する分詞辿v，対モ亘wα＜玉E＊Hl（i）y－6n，

＊Hly－6nt一岬（Sk亡y色n，対　y直ntam，G．Av．対　yantam，OLi之h．対　e的，Lat．iens＜IE

＊Hl（i）y－6nt－S）を参照のこと。

　このように、インド・イラン語派では生産的ではなかったもののまだ規則ではあった語根

アオリストの単複のアプラウト（ただし複数3人称のみが②階梯）は、ギリシア語ではホ

メーロスにおいても絶滅寸前であった。インド・イラン語派では、Skt．単3色gan：複3

色gman，G．Av．単3jan：複3gman　r行った」＜IE・（6一）gw6m－t：・（色一）gwl〕｝一6nt（Goth．qiman，

過去gam，複3qem㎜「来る」），Skt．単3敬ar：複3飲r㎝，G，Av．単3cart「作った」＜肥

・（6一）k・6r－t：・（台一）kwr－6nt，G．Av．単3yaugt：複3yUjan「輌に繋いだ」（Lat．j㎜gδ「繋ぐ」，

jugum　r輌」，Gk．ζε卿oらr輌に繋いだ一組の牛馬」，ζW6バ輌」，Sk仁y喚m　r輌」，Hitt．

yugan「輌」）＜IE＊y6ug－t：＊yug一帆etc．枚挙にいとまがなく、複数3人称が文証されない

ものでも、G．Av．単2varボ働いた」＜IE＊w6略s（Gk．（戸）誉ργov，G㎝η．Werk　r仕事」），

G．Av．単3vax重t「成長させた」＜IE＊H．w6g－s－t（語幹：Gk．＆（F）ξξω（詩）「成長させる」、

語根：Skt．6jas「力」）のように、単数は’e階梯を示す。また中動では、G．Av．単3drta

F待った」＜IE・dI㌃一t6，複2［a1sru（乏）dvam　r聞いた」＜IE・（6一）長1泌一d童1w6（命令法単3srautu
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＜IE＊雌u－t．u）のように②階梯をとり、ギリシア語での交替と輌を一にしている。media

tantumでG．Av．単2manha，3m㎝ta　r考えた」〈IE・㎜釦一so，・m6n－to（Gk1峰voらr力、

活力、激しさ」）とe階梯をとるというのもギリシア語と同様であったが、これについては次

節で詳しく述ぺたい。なお、G．Av，mantaに対応するヴェーダ語形は色mata＜IE＊6一㎜ユーto

であるが、これは印欧祖語の定石どおり、中動的に②階梯を示しているととることもでき

るし、また、アクセントを持つaugmentum＊6一が語頭に来たおかげで語根部が②階梯を

とるに至ったととることもできる。後者の場合だと、第2章で論じた＊一釦tと＊∵nt，＊一台ntoと

＊．’ntoという複数3人称の第二次語尾の分布条件とそっくりであり、e母音の着脱ばアク

セントの有無にかかっているという印欧祖語のひとつの性格を垣間見るようで面白い。

　以上が、印欧祖語の語根アオリストの標準型ともいうべきmobi1e　typeのホメーロス・

ギリシア語での現れである。

ii）mediatantum（中動専用活用）

　上のi）節で詳述したmobi1e　typeというのは、語根アオリストだけに限らず、mi一動

詞、完了、さらには非幹母音型名詞までをも含んだ印欧祖語の非幹母音型屈折の最も標

準的なタイプであったが、それは強語幹（動詞だと能動単数、名詞だと主・呼・対格と単数

位格）と弱語幹（動詞だと双・複数と中動、名詞だと属・与・具格と双・複数位格）の対立が

見られる語において最も優勢なタイプであったというだけのことであって、必ずしもこの活

用を行ったわけではなかった。なかでも弱語幹である中動形しか持たない動詞活用の場

合は、アクセント移動はおろか、アプラウトすら行わなかった。これはmi一動詞と語根ア

オリストに限られ、本来、静態であリ中動現在と機能的語尾的相関関係を持った完

了（仰voμ帆r生まれる、生ずる」なる中動現在の完了形が単3γ卸ovε（丁王22），双3

ξK一γεγ伽ηv（K138）［過去完了コと能動形をとることを参照されたい；これについては、

近々別の論文で詳述したい）には見られなかった。これを印欧語学の用語でmedia　tan－

tumというが、例えばmi一動詞には次のようなものがあった：

①「横たわる」　　　　　　　　　　　　　　　　IE

α）現在単2　　Kα伽Kε／㎝（／τ．〃θκ．254），Arcad．Kεてot＜。長ei－so－i

　　　　　3　　　Kεててαし（Z47，H230，X163，v424，ξ136，D王30），Cypr．Kεh帆＜＊舵i－to－i

　　　　複3　　Kξατατ（I㎝．）（A659）＜＊雌y－qto－i

一16一



　　　　＊一rによる別形

　　　　現在単30Hitt．kitta，pa11k晦r／kfdar／，Lyc．sit§ni＜p．Anat．。蜂dorく玉E。脇一to－r

　　　　　　　　Ved．　互E

β）現在単3　　靭e＜・晦一〇一i～・脚一〇一ドLuw．z－yar，Lyc．s帳ni

　　　　複3　　鮒e〈・脇一ro－i＝Av．s6ire

　　未過複3　　色ξeranく・台一豆ei－ro（一nt）

②「着ている」

　　完了単3　　ξ肌一（戸）εoταt（O王ac．ap．Hdい．47）＜。w6s－to－i＝Sk仁v色ste，G．Av．vastai

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～＊w6s－toイニOHitt，we重ta

　　過去単3　　（戸）童帆o（Ψ67，ω58）＜・w6s－to

　　　　　　　　き（戸）εo↑o（M464）＜＊6－wes－to工Skt．色vasta（AV）

　　　　複3　　εモαてo（Ion．）（Σ596）＜＊w6s一阜to工OHit仁w撚anta

　　　分詞中　　Kαてα一（F）ε帖vov（v351）「おおわれた」＜＊w壱s－n理1no－m

③「座っている」

　　現在単1　恥αし（ζ41）＜＊H1細1s一（m一）H．e－i

　　　　　3　　　而σ1：αt（v337，v424）＜＊則台一H1s－to－i工Skt．身ste

　　　　　　　　　　　　　　　　　　～＊H16－Hls－oイニOHitt．e§α

　　　　複3　出伽（1on．）（B137）＜＊帥一H1s－1ユto一トSkt．ξsate

　　　　　　　　　　　　　　　　　　～＊H‘台一則s一口to－r二〇Hitt．e勇anta

　　未過単3　　恥てo（A512，Z324，Y45王）＜。帥刊s－to二Skt．ξsta

　　　　複3　　恥てo（1㎝、）（H61，H65，Ψ128，℃106）く＊H16－Hls－1ユto－i二Skt．身sata

④現在複3　δξXαてαt（1on、）（M！47）「待ちかまえる」く1E＊撒一口to－i

⑤時る、保護する、遵守する」

　　現在単3　　萱ρO伽（A．R．2．1208）＜1E．s6r㎜、一to－i

　　未過単2

　　　　　3

⑥未過単3
⑦

⑧

登ρ心σo（X507）＜＊s6ru汀荘一so

萱岬o（Ψ819）＜＊s6r㎜、一to

δξα↑o（ζ242）「～のように見えた、思われた」＜1E・d6y阜、一to

印ψα1「愛する、恋い焦がれる、熱望する」＜旭＊師、一（m一）H．e－i

Kρ印Ψα・rつりさげられる，宙ぶらりんの状態である」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜IE＊kr6n理2一（m）H2e－i
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　一見しておわかりのとおり、mediata航umのmi一動詞ぱ一貫してe階梯をとった。も

ともと中動相は数によるアプラウトを行わず、したがって階梯は一貫していたが、これが

通常の②階梯でぱなくe階梯であったのがmedia　tantumの特色である。これは語根

アオリストについても当てはまったが、ホメーロス・ギリシア語では次の三語が確認でき

る：

①「受け取った」　　　　　　　　　　　　　　IE

　　　　単2　　も仰一台δεξo（ξ54）「迎え入れた」＜＊6－de亘一s0

　　　　　3　　　　δξKてo（B420）くd6豆一to

　　　　　　　　もπ一台δεKてo（ξ52，ξ275，リ372）r迎え入れた、もてなした、捉えた」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く＊6＿de豆＿to

　　　　分詞　　δ卸μεvoら（B794，o385）「待つ、待ちかまえる」＜＊d6k一叫no－s

　　　不定法　　δ全X9αt（A23，A377），もπ一δξXGαt（Hg3）r受け入れる」＜・d酪dh－yeH。一ei

②「横になった」　　　　　　　　　IE

　　　　単3　　λξ削o（δ453，ε487）＜＊16g㌧to

　　　　　　　　㈹て一凱εKτ・（v75）＜＊6－legh－to

　　　命単2　　λξξo（Ω650）＜＊16gh－so

　　　（λ軌oら（A60g）（詩）「寝床、寝台、死の床、棺」，＆一λo凡oら（X88，リ87）「妻、妾」，OE

　　　iicgan＞E－lie「横たわる」，OElagu＞Elaw「法」＜IE＊16gh－u－s，Hitt．lagi　Fもたれ

　　　る」＜IE＊16gh廿i［完了］c仁Gk．λελoX侃α（Hsch）［完了分詞女性形コ）

③単3γξwo（043）「彼はつかんだ」＜IE＊g6m－to

　　　（γ印ω「いっぱいである、満ちている、積んでいる、負っている」，γ6μoら　「船荷、

　　　積み荷」）

　一見しておわかりのとおり、兄事なまでにe階梯で一貫している。CeT一の語根、その

中でもなかんずくTeT一の語根は、非成節子音の前でばけっしてe階梯になることばない

ので、①②の場合は音韻環境上のe階梯の可能一性もあるが、③の場合ば明らかにそうで

はなく、基本的にmedia　tantumのe階梯は、ギリシア語なかんずくホメーロスでは、

保存されたと見てよかろう。

iii）命令法、接続法、希求法
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　i）節、ii）節では、基本的に直説法と不定法・分詞を扱ってきた。ii）節のmediatan－

tumでは、λξξo（Ω650）なる命令法も載せて、他の法ともども一貫してe階梯であること

に言及しているが、これはmediatantumの語根アオリストの例があまりにも少ないから

である。したがって、ここではmobi1typeの例について述べてみたい。

　まず結論から先に言うと、印欧祖語のアプラウト階梯が基本的には維持された。事例

の少ない命令法・希求法から先に示すと、以下のようになる：

［能コ命単2

双2

複2

希単3

［中コ希単3

KλC91（A37，A451，Ψ770）＜IE＊醐レdhi＝Ved．虹udhi

K全Kλ岨（K284）　＜IE＊董e珊u－dhi

σてηθt（X222，v387）〈　　IE＊steH2－dhi

きμ一ρηてov（Ψ403）　＜　　工E＊9w6H2－tom（？）

K全Kλ帆ε（H67，H348，H368，ρ468，℃292）＜IE＊ke一醐u－t6

Kλ㊦てε（B56）　　　　＜

δ切（U286）　　＜

Ψもη（Theoc．15．94）＜

印一βαtη（M59）　＜

βλ㊦o（N288）　　　＜

IE＊刺6レte＝Ved．虹6ta，G1Av1sraut＆

工E＊duH、一y6H1－t

玉E＊bhUH、一y6Hrt二Skむbhuy色t

IE＊9w耳2－y6HI－t

IE＊9w旦H止一iHrs6

　希求法がすべて②階梯をとっているのは、ご覧のとおりである。非幹母音型活用の希

求法は、法接尾辞の部分が能動単数でe階梯＊一y餉、一、その他（双・複数、中動）で②階

梯という印欧祖語のmobi1e　typeの交替を行ったが、こればホメーロス・ギリシア語では

維持された。上例の語根アオリストも例外ではない。中動のβλOo（N288）は②階梯の法

接尾辞を示している。なお、法接尾辞の単数e階梯：双・複数②階梯という数による交

替は、インド・イラン語派では失われてなくなったが、ギリシア語と上代ラテン語では保存

された。例えば、存在動詞の希求法は、上代ラテン語では接続法となりはしたものの、

単1siem，2sies，3sied（C．玉．LlI。，4）＞sie㌧複Isim㎜，2s耐s，3sient＜IE・H，s－y6H止一m，

・HlS－y台H1－S，・H1S－y6Hべ・HlS－iHドm6，H－S－iH1－t6，H正S－iH1－6ntという具合に、その法接尾辞の

数による交替たるや、見事なまでに保存されたのである。

　命令法は、ギリシア語では②階梯によって均されたが、これば単数3人称以外、すな

わち単数2人称、複数2・3人称という残りの三つがすべて②階梯をとったからである。単
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数3人称のe階梯は、G．Av．j㎝tび「行くがよい」、sra泄tu「聞くがよい」くIE＊gw6m－t－u，

醐6u－t－u，etc，インド・イラン語派に保存されている（Beekes：1988，178頁）。複数2人称

も、インド・イラン語派とアナトリア語派の巣召す証拠によると、e階梯をとりえたが、KλOてε

（B56）はその名残であろうか。

　以上兄てきたように、命令法と希求法に関しては、そのアプラウト階梯がかなり残って

いるが、接続法に関しては、基本的には直説法の形で均されたようである。ただ、語幹と

語尾との問に幹母音＊一e／oをはさんで造るという印欧祖語本来の形成法は、ホメーロス・

ギリシァ語ではかなり保存されたもようである。なお、非幹母音型活用の接続法が数・態

によるアプラウトを行わず、すべてe階梯をとったらしいことは、インド・イラン語派に完壁

に保存されているほか、さまざまな状況証拠より明かである。例えば、単3＊H16s－t－i，複3

＊H1s－6nt－i（＜Laしest，s㎜t）という数による交替を行った存在動詞も接続法では、単3

＊帥s－e－t（一三），複3＊帥s－o－nt（一）（G．Av．ahat（i），ahan，Lat．eritくOLat．esed，er㎜t）と…貫し

てe階梯をとったし、完了形でも、単1（戸）oモδα（Z367，H240，Sapph．36），複1（F）tδμεv

（A！24，B486，Ψ8go）＜1E＊w6id－H．e，＊wid－m6（n）という直説法にはまったくe階梯を持たな

い単語の接続法も、ホメーロスでは、複1（戸）εtδoμεv（A363，X130，X2糾），2（戸）εモδεてε

（018）＜IE＊w6id－o－me（n），＊w台id－e－teとe階梯をとった。かかる事実に鑑みるに、非幹母

音型活用のひとつとしての語根アオリストの接続法もe階梯をとっていたことば想像に難

くなく、したがって、第2章の表では接続法のところだけ左に何階梯かを書かなかった。

ギリシア語は直説法の階梯で均してしまったからである。

iv）特殊形ならびに語根アオリストにおけるstaticinf16ctionの

存在の可能性

　以上三節にわたって、ホメーロス・ギリシア語における語根アオリストについて詳しく解

析してきたが、以上に述べたことはあくまでも語根アオリストというカテゴリーに対して印

欧祖語が持っていた大原則であって、やはり語根アオリストにも例外はあった。ひとつは

帥巾α（H148，ξ67）「年を取った」というe階梯、ひとつばφ（Z253，Z406），複3誉φv

（ε481）「生まれた、生じた」やδO（Φ1！8），ξδ心（Xg4，Ψ154），双3ξδ杭W（Z！g）「～の中に

入った、（天体が）死んだ」といった一貫した②階梯、最後はo㍍α（Z64），不定法

o㍍ψεvαL（Aeo1．）（Φ68），中動分詞複o杭ψεv01（A65g）r傷つけた、打った」やξ凧一πλ欠

（Z29ユ）［分詞］「～の上を航行する、渡って行く」といっ．たわけのわからないo階梯であっ
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た。このうち、最後のものに関しては、解決の糸口はまったくつかめない。前者に関して

は、語源もまったくわからないので何とも言いようがないが、印欧祖語の語根アオリスト

がo階梯をとった証拠ぱ何ひとつないので、ラリンガルを含んだ二音節語基すなわち

＊H．6噌。一t（？？）とでもすぺきであろうか。ξ凧一πλ欠（Z291）も英語の打oodと関係づけるなら

ば、IE＊p1餉。一nt－sという形が出てくる。二番目のグループの⑫（Z253，Z406）はヴェーダ

語でも益bh耐，bh缶と②階梯であり、エE＊（6一）bh舶、一tと再建でき、印欧祖語の時代からのも

のと考えてまず間違いない。δC（Φ118）以下も同様であろう。したがって、本節で最も問

題となるのはきγ巾α（H148，ξ67）である。

　ところで前節まで述べてきたmobi1e　type以外に、かなり少数グループではあるが、

印欧祖語の非幹母音型屈折のもうひとつのアプラウトパターンでstatic　inf1ectionと呼

ばれるものがあった。これは、その名のとおり、アクセントは常に固定しておリ、しかも語

根は常に充実階梯であり、その中で強語幹・弱語幹間のアプラウトを行うという特殊なパ

ターンである。印欧祖語にその存在が推定されうるものとしては、次のようなものがある：

＜動詞＞

α）mi一動詞（語根動詞）

［能コ現在単1

　　　　　3

　　　　分詞

　　未過単3

［中］現在単3

未過単3

［能］現在単3

　　　　複3

　　未過単3

　　田

　　　　　　　　　　u・st6じ一m－i＞　G．Av．stあli　rほめたたえる」

＊stさレt－i　＞　Ved．st色uti

＊st6w－1ユt－s＞　G．Av．stavas（Y．34．6，50．4，9）

＊st帥一t　　＞　Ved．staut

＊st6w－o－i＞　Ved．st色ve

～st6u－to－i＞Gk．（Hom．）στεCてα孔r～しようという意思を表示する、

　　　　　　　　　　　　断言する、約東する」（F83，I24！，ρ525）

＊st釦一to〉Gk一（Hom。）στε㍍o（B597，Σ191，Φ455，八584），Av．staota

　　IE

＊t敬卜t－i　＞　Ved．ta睾丈i

＊t敬卜蚊一i＞　Ved、倣§aむ

＊t6ゆ一t　＞　G1Av．触t「形づくる」
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(Gk. 1:~K1~cov (A110) r7i~I~~~{i~~:t~~)~) ()~r ･ +~~!JB~t!~~) J < IE tekb-~n = Skt. 

tak~a, f. 1:~K1:oet¥/Cc < IE *t6kh-n-iH2 ) 

~~ Beekes( 1988, 165~!:)~ Beekes( i995, 244~:)~ Oettinger( 1979, 219~:)IcJ;~~ 

(D~)~~tec. 

IE 

[^B~]~~u~;iji3 *w~k-t-i > wekzi r~~~i*.~.~~J 

~<~3 *w6k-1~t-i > wekkanzi 

177~ ~~ * . * w6k-nt-s > wekkanza /wekants/ 

*w~k-Il~ > wekun lw~gunl 

(Gk. ~K(i)v r~!~~U~~. ~ FkliC. 'l';n]ti~~~;J < IE *w6k-bn, (F)~K~-(F)epYo~ (A479. E439) 

r'A7~6~~co¥' a)~."/~~~p~' ~~ .FEI.*.~~~~~~jC~~~J < IE *w6k-Qt [Hil'l~i~~¥~~] (Rix: 1 976, 

* , G.Av. vasmi, ~~~ I usvahi r~~t+J < IE 144_l~_). Skt. v~~'i, ~~3 u~ailti r~~tiJ 

*w6k-m-i, *u~-w6s-i ) 

~)r~~L~~~~(<J [~;~] r~iCtTf-..~L~)J 

IE Hom.Gk. Ved. 
[~~] ~~& ~E ~i 3 

~~3 

t<~:3 

~> ~~ 

;~~~~i3 

L~]~~;~E~i3 

~i~!~~3 

*H WeH t-i > 

*H2W~1-Ih-tom > 

*H2W6Hi-nt-i > 

*H2W6Hl-nt-s > 

*H2W~H ~ - t > 

*H2W6H I -to-i > 

* H2w6H I -to > 

~(F)Tjal (Hes.Op.5 1 6) v~ti 

~(F)~~o¥' (15) v~tas 

~(F)8LaL (Hes.Th.875) ' vanti 

~~~~ ~(F)~vlx))¥' (8478) vant-(AV) 

~(F)~ (8478, u325) ~vat (AV) 

~(F)~~ocL (Pi.1.4(3).9) 

~(F)Tjl:o ((~)386, J1.Cer.276) 

~ ~~~~ *H2W6Hi .~t-s ~ *H2wel{l-~t-6-s > G.Av. /va?ata-/, Lat. ventus, Goth. winds, 

E wind r~J 

*-y- ICJ~~)i~~jf~~~ 

Hitt. ~~u~E~~3 buwai < IE *n2w6lij 'y-e-i [;~ T] R(6)-D(e) 

~,~3 huyanzl < IE H uli y ent I R(~f)-D(6) 

Lith. vejas r~~jJ < IE *H2w6Hl-y-o-s 

~~O)4LfJ Geml' vehen, Goth. waian, ~S f ~,~3 waiw~un < IE *H2we-II2w6Hl-

O r I~~~O ~ ~;~~~~E~';~~) J 
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　　　　　　　　　　1E

　　［能コ現在単3　　＊wεH。一t－i　＞

　　　　　　複1　・w6H。一wen－i＞

　　　　過去単1　　＊w6H。刈　　＞

　　　※Oettinger（1979，93頁）による。

β）完了（Hitt．hi一動詞）

①「強く蹴る」

　　　　　　　　　　IE

　　［能］現在単1　　＊sp6エHドH．e－i＞

　　　　　　　　3　＊sp6閉ド・一i＞

　　　　　　複3　　＊sp6独サi＞

　　　　命令複2　　＊sp細止一ten　〉

OHittl

wehzi（6）

wahb　weni

wεh㎝1

Hitt．

i§P軸i

iきpari

i勇p・哩・・i（7〕

i重perten

　　　※＊H、についてぱLat．spem6，ere，完了spr亘vi，スピーヌムsp喰t㎜／「遠ざける、拒

　　　絶する、軽蔑する」＜IE＊sp6r－n－Hro－H。，スピーヌム＊spr餉1－tu－mを参照。

②「むさぼる」

　　　　　　　　　　工E　　　　　　　　　Hitt．

　　［能コ現在単3　　＊g，地b㌧e－i　＞　k（a）rapi／kr益bi／

　　　　　　複3　　＊9㌔6bh祉i　＞　k（a）ripanzi

③「知っている」

［能コ現在単1

　　　　　3

　　　　複2

　　命令単3

　　　　複2

IE

＊s6k－H2e－i

＊s6k＿e＿i

＊S6k＿ten－i

＊s6k－u

＊s6k＿ten

＞

＞

＞

＞

＞

Hitt．

鰍りi

§独i／s荻i／

§ekteni

敏ku／s荻）

§ekten

（Lat．sciO「知っている」）

※①②はMe1chert（1994，80～81頁）による。

＜名詞＞

α）r／n一語幹（中性）
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(D r7d~ J 

Hitt. IE 

~~ji/~~ * . w6d-r > watar /w~dar/ : OE w~ter > E water, Lith, vandu~ 

~~~ * . * w6d-n-s > witena~ 
(Sk. unatti r~i~b~J < IE *u-n-6d-t-i, Lat. unda r~~. ~~J , E wet < OE wr~t < IE 

*wed-6-s, Gk. ~5cop, ~; ~6ccl;o~ r7~<:J < IE *w6d-~r, *ud-~-t-6s ) 

R r~T-JJ~ J 

IE Gk. Lat. Ved. 
ilii/~~ *y~k"-~ yakr-t = Av. yakar9 ~7~ocp (A579) iecur 

~~ ~TLOC1;O~ *yek~-I~-s ' yaky~s iecinoris 

~ ,~~+-~~Aff~ Lith. jeknos (f.pl.) IC. 

@r~J 

IE Pal . Hitt. Ved. 
~i i/~~' 6shur e~~ar ~s~k *~sH2-r. 

~~ *6sH2-~-s e~lpana[ I eshanas asn~s 

t,~ji/~~ *~sH2-~r 6sha 

~~ *sH2-n-6s i~~an-ta (=~1~~) 
~) ~~l~~ ( ~FI 'I~i ) 

s- ~~f 

or~;~-~1~,,,__.~"'J 

IE p,Anat. 
~~i/~~ *n~bh-s + *n~bes > HLuw, tipa~ 

fl+'1L *nebh-s-i + nebes > CLUW tappas /tabbasl(8) Hltt neprs /nebrs/ 

~ ~)~~~~{ ~~~"/ IE *nebi'-os ~i~ *nebh-es-os > Gk. v~epoq, ¥'~q)eo~, Skt. n~bhas, nabhasas, 

OCS nebo, nebese, Russ. H6~0, ne~eci, Lith. ~~~~ debes-~ ( I~ tf~*~l*~i~~~~~~~{~~(';~i~~ 

}~ debesis ) . 

Rr~i~f~J 

IE 

i~LiL/~~ *s~d-s : Olr. sid r~2i~1.J~~J 

{1+'iL *s6d-s-i : Welsh hed 
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　　　※標準形IE＊s6d－os，属＊s絡es－os＞Gk．差δoら（Ψ205，v344），童δεoら「腰かけ、椅

　　　子、座、住居」

③　　　　　　IE　　　　Gk．

　　単主／対　　　＊紅一阜、一s＞γ巾αら（Y623），属γ巾αog（X60）「老年、高齢」

　　　位＊§6ト耳、一s－i＞御αg（A1！8，A王53，Ψ9），複御α（B237）r名誉の贈り物、

　　　　　　　　　　　　褒美、賞品」

　　　（GkI帖ρωv（A33）「老人」，Skt．j台r㎝t一＜玉E＊紅H。一6n，＊一㎝t一㎎，La仁g耐㎜「（穀）

　　　粒」＜IE・釦H。一n6・m＝Ecom）

　　　※①②はMe1chert（1994，116頁）による。

γ）t＿言吾卓牟

①r夜」（£）

　　　　　　　IE

　　　単主　　　＊116gw－t－s〉Lat－nox，Gk．vもξ，Ved．n色k，Goth』ahts，OEneaht＞Enight

　　　属＊n6gw－t－s＞皿ttnek㎜

　　　※動詞形1H此nek㎜zi「夜になる」＜互E＊n6gw－t－i［mi一動詞（語根現在）コ

　以上の諸例（動詞8例、名詞7例、計15例）をアプラウトパターンに従って分類すると、次

の二つのパターンに分けることができる：

　　A型：　強言善幹C、きC、．D

　　　　　弱語幹C正6C。一D

　　　動詞：mi一動詞

　　　名詞：τ／n一語幹（中性）、中性s一語幹

　　B型：　強語幹C16C。一D

　　　　　弱言吾章牟C16C。一D

　　　動詞：完了

　　　名詞：エ／咋語幹（中性）、有生類t．語幹

　動詞に関しては、結果はくっきりと分かれた。完了が強語幹にo母音を持つB型をとる

のは、完了が本来は「過去に遂行された行為の結果としての状態相」を意味するいわぱ

静態であり、その点において基本としてはO母音を持つ名詞と軌を一にするからである。
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これに対して、mi一動詞は本来の動詞すなわち動態だから、e母音を持つA型をとった。

名詞では、r／n一語幹ば両方にまたがるが、中性s一語幹が必ずA型であるのは興味深い。

ちなみに、中性s一語幹の標準形はc16c。一〇s、単数主対格以外c16c。一es－D、複数主対

格特殊形C16C。一6sと常にe階梯をとった（β）①②を参照のこと；C且6C。一〇sぱインド・イラ

ン語派に保存されている；例えば＊m6n－os「心」〉Gk．峰voら「力、活力、激怒」，Lith．

mεnas「芸術」に対する＊m6n一◎s＞G．Av．m㎝邑h，Skむm釦頂1血si）。

　かかる事情に鑑みるに、本節にて問題になっている語根アオリスト形卸加α（H148，

ξ67）「年を取った」は、元来はstatic　inf1ectionあったに相違なく、e母音をとっている

ので、これは間違いなくA型であった。また、A型であったと仮定するとmi一動詞と軌を一

にすることとなるが、これは同じ動態だからである。なお傍証として、この語の名詞形で

あるS一語幹の中’性名詞が、＜名詞＞β）③にあげているように、語根アオリストと同じく強

語幹eというstatic　inf1ectionを行ったらしいことは、非常に力強い裏づけとなってい

る。

　もっとも、きγ巾α（H148，ξ67）以外にもγ台γωvε（ε400）「聞こえるように叫ぶ、大声で叫

ぶ、呼びかける」＜IE＊套e一ε6nH。一e；ε㌃ωoα，分詞εtωo収（z508）「習慣である、常である」〈

玉E＊swe－sw6dh－H．eといったごく少数の語根に長母音を持つ例外的な完了形もstatic　in－

f1ectionであった可能性がある。現にガーサー・アヴェスタ語には、複数形においても充

実階梯（おそらくo階梯、口蓋化が見られないので）を持つところの、複数3cikaitr§「思

う」＜IE＊ke－k6it－r－sなる形があリ（Beekes：1988，186～187頁）、完了特有のもうひと

つのstatic　inf1ect1onのパターンの存在の可能性を示唆している。これをC型とする

と、C型は次のように図式化できる：

C型：　強語幹C1e－C正6C。一D（e）

　　　　弱言吾章李C1e－C16C。一D（e／o／②）

　　動詞　完了

Gk．γ卸ωvε（ε400）

G．Av．cikaitr§

　なおガーサー・アヴェスタ語が、語尾が明らかに②階梯を示す一r§＜IE＊寸sなる形を

持っていることは、この形の語根上のアクセントを強く示唆している。Lat．．ereやHitt．．eζ

より想定されるIE＊一さrは、おそらく②階梯の語根を持つmobi1e　typeの語尾だったの

だろ＝う（Beekes：1995，238頁）。すなわち、阻＊me－nm毒（一i）「彼らば覚えている」（＞

Lat．meminere），＊wid－6r（一i）「彼らは知っている」のようにである。
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　これまでの考察を総合すると、ホメーロス・ギリシア語における語根アオリストの特殊形

ば、次の三つのパターンにまとめあげることができるだろう：

α）static　infIection

　　強蕎吾卓牟（6一）ClきC。一D（②）　　　帥｛ρα（H148，ξ67）＜IE＊6一套er耳。一t

　　弱言吾章牟（6一）C16C。一D　　　　　ξ肌一肌λ血ら（Z291）＜IE＊p1餉。一nt－s

β）印欧祖語での一貫した②階梯

　　①［能コ直単3　δ㊦（Z253，Z406）　＜肥＊（6一）bh鮎、一t＝Ved．bh6t，色bh耐

　　　　　　複3　誉φv（c↑81）　　＜ユE＊6bhuH、一nt≒Ved。呑bh江v㎝

　　　　　希単3　　ψη（theoc1エ5．g4）＜IE．b。㎜、一y釦一t＝Ved．bhuy駄（AV）

　　　　　分詞女　　goCoα（Boeot．）（Cori㎜．2I）＜IE・bh血、一nt－iH。

　　　　　　　複男ψwεら（・268）　＜IE＊bh舶、一nt－es

　　②［能コ直単3　δO（F玉18）　　　＜IE・d血、一t

　　　　　　　　　　きδ心（X94，Y玉54）　＜IE＊6－dUH、一t

　　　　　　双3　ξδ杭W（Z19）　〈玉E＊6－d㎜、一teH．m

　　　　　希単3　　δもη（リ286）　　　＜IE．d㎜荘一y餉1－t

　　　　不定法　　　δψεw（Aeo11）（Z185，Z411）〈玉E・d㎜、一m－6n

γ）まったく説明のつかないもの

○もてα（Z64），不定法o杭ψεvαt（Aeo1．）（Φ68），［中コ分詞複男o㍍如εvot（A65g）

　このうちξ肌一πλゐg（Z291）は、本節の冒頭ではo㍍αと同じ型にしておいてが、分詞形

であるにもかかわらず充実階梯をとっていることに鑑みてα）型に所属させた。β）はおそら

く印欧祖語内部の、しかも最末期の改新であろう。印欧祖語の最末期には、種々のデー

タより察するに、アプラウトの大原則が崩壊に向かっていたのはまず問違いないのであ

る。最後に、きKてα（Z205，M46）は複数形（複1＆π一ξmΨεv（Ψ12！）＜肥＊6一ゆq－me（n））や

中動態（中単3＆π一全mα。o（0437，p472）＜エE＊6一ゆp－to）からの類推であり、本来の②階

梯ではないことを申し添えておきたい。

　以上で、現時点において私によって収集されているかぎりのホメーロス・ギリシア語の

語根アオリストの、印欧語理諭による解析を終える。次章では、これまでの解析の全体の

まとめを行いたい。
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酊。総まとめ

　まず第一に言えるのは、ホメーロス・ギリシア語における語根アオリストというのは、他

の印欧語すなわち語根アオリストの残ったアナトリア語派（なかんずく、ヒッタイト語）とイン

ド・イラン語派（ヴェーダ語、アヴェスタ語、古代ペルシア語）に同じく、ほとんどがmobi1e

typeだということである。つまり、能動単数で（6一）C16C。一D（②）、双・単数と中動で

（6一）C，C。一D（6／6）をとり、命令法も基本的にば同じだが、＊一dhiによる単数2人称形は

C，C、一dhiをとり、また複数2人称はC1C。一t6（棚）の他にClC。一dhiなるe階梯もとリえた。こ

のe階梯をとる命令法複数2人称は、ホメーロス・ギリシア語にはK加悦（B56）なる痕跡

が残るのみであるが（第3章iii）節）、インド・イラン語派には如実に残っており、p㎜ata

rあなたがたは浄めよ」〈肥・pH－6H、一te，軸他na　rあなたがたは聞くのだ」＜IE

・萱1－n一台u－te－neといったn一接中辞現在から、ξr6ta　rあなたがたは聞け」＜IE・鮎u－te二

G．Av．srauta，g釦桂ma　rあなたがたは行け」＜IE・g・6m－te－ne，s6ta　rあなたがたは押せ」＜

IE＊s6u．teといった問題の語根アオリストに至るまで（例は特に指定のないかぎり、すぺて

ヴェーダ語）、すべての時制に共通して見られることで、②階梯しかとらない直説法形と対

立している。この現象はヒッタイト語にも観察され、edmi　r私ぱ食べる」＜1E・H16d冊i（二

Sk．色dmi）の複2azza暮teni／atst台ni／＜1E＊H1d－t台一n－iに対して命令法はezten＜IE＊H止6d－te－n

であるし、同じくりamikmi「私は破壊する」＜IE＊H。τ一n一略m－iに対して命令法は複2

bam止ten＜IE＊H。τ一n違一te－nのe階梯、複3りaminkandu＜肥＊H。τ一n一怠一6nt－u（一n1一はe階

梯形からの複雑な類推；＊H．r－n音舳一u＞＊町一ne－n吾6nt－u＞／baming色ntuノであり、＊enK＞

Hitt．inK（9〕であった）の②階梯なる対立が見られる。したがって、これは印欧祖語のもの

であったと見て何ら差しつかえない（Oettinger＝1979，14！頁）。

　さて、残りの二つの法であるが、希求法は、mobi1etypeの場合は語根は常に②階

梯をとり、法’接尾辞のみが強語幹でe階梯、弱語幹で②階梯をとった。すなわち、能動単

数C1C。一y6Hl－D（②）：双複数・中動C1C。一iHrD（6／6）である。接続法は、時制やアプラウト

タイプとぱまったく関係なく、非幹母音型活用の場合は常にC16C。一e／o－Dなる形をとった。

このことは接続法というのが本来は独立した一形態であったことを物語っている（Beeke

s：1995，246頁）。ただ、ギリシア語においてはこの両法の残りが悪く、まだホメーロ

ス・ギリシァ語においては、希求法は本来の姿を比較的保っているものの接続法は語根

に関して直説法形の階梯で均しており、語根と語尾との間に短い一ε／o一＜IE＊e／δをはさ

んで造るというやリ方が残っているにすぎない。しかし、この一εノo一も、後代のアッティカ
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方言ではすべて幹母音型活用の接続法に由来する一η／ω一＜＊一e／6一＜＊一e－e－／－o－o一に置き

換えられ、ここに非幹母音型活用の印欧祖語伝来の接続法はギリシア語の歴史において

完全に消減したのである（第3章iii）節）。

　このmobi1e　typeのアプラウトは、動詞・名詞にかかわらず印欧祖語の非幹母音型屈

折においてはたいへん重要な役割を演じており、数的にも圧倒的に優勢であったが、実

は印欧祖語にぱもうひとつのアプラウトタイプがあった。これがstatic　inf1ectionであ

る。

　これは、本稿において最も重要な論点であり、第3章のiv）節で、動詞8例、名詞7例

の、ヒッタイト語とインド・イラン語派（ヴェーダ語、アヴェスタ語）とホメーロス・ギリシァ語

を中心データとした！5例をあげ、ながながと解説したが、これらによって、卸加α（B148，

ξ67）r年を取った」と色凧一冗λ欠（Z291）r～の上を航行してjがこのstatic　inf1ectionの

ホメーロス・ギリシア語における唯二の残存形であり、語根アオリストにも印欧祖語におい

てstatic　inflcctionのものがあった可能性を明らかにした。そしてさらに、今まで知ら

れていた強語幹②階梯：弱語幹e階梯の二つのstatic　inf1ectionのアプラウトパター

ン以外にも、実ぱ完了特有の第三のパターンとして強語幹O階梯：弱語幹O階梯が印

欧祖語に存在したらしいことを示した。しかもこれら三つのパターンが、動詞でば動態

（mi一動詞、アオリスト）と静態（完了）というアスペクト的対立によって分かれ（すなわち、

ε：eは動態、O：eと6：Oは静態という具合であった）、名詞では語幹によって分かれて

いたということが明らかになった（本稿第3章iv）節）。

　また、中動態しか持たない動詞すなわち㎜edia　tantumはmi一動詞のみならず語根

アオリストにも見られるが、これらに関しては、全印欧語が一致して一貫してe階梯を示

すのが特色であり、一貫した②階梯を示す通常の非幹母音型中動態とは対立しているこ

とを第3章ii）節で示した。ただ、στε杭αL（r83，I241，ρ525）、未完了過去στε㍍o（B597，

Σ191，Φ455，λ584）（ep．）「～しようという意志を表示する、断言する、約東する」のように、ギ

リシア語だけを見れば一見media　tantumのように見えるが、実はe：eのstatic　in，

f1ectionの一部であった、ということも印欧語全体の観点からはありうるわけで、e階梯

を示すmedia　tantumの非幹母音型活用自体がstatic　inf1ectionに所属すると規定

したほうがいいのかもしれない（Beekes：1995，244頁）。

　さて、これまで述べてきたことを総合して、直説法形にかぎって簡単な図式化を行うと、

以下のようになる：
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　　　　　　mobiIe　type　　　media　tantum　　　　　static　type

　　強言吾章牟　（6一）C止台C。一D（②）　　　　　　　　　　　　　　　（6一）C止さC。一D（②）

　　弱語卓牟　（6一）qC。一D（6／6）　　（台一）C16C。一D（e／o）　　　　（6一）C16C・一D（e／o）

　　　※強語幹とは、動詞にかぎっていえば、能動単数を指し，弱語幹とは双・複数な

　　　らびに中動を指す。

　また、本稿で最大の論点となったstatic　typeは、強語幹：弱語幹の語根のアプラ

ウト階梯だけで示すと、次の3タイプに分類できる：

A．e：e動詞：nユi．動詞、語根アオリスト、s一アオリスト（1o）（いずれも動態）

　　　　名詞：r／n語幹（中性）、中性s一語幹

B．o：e動詞：完了（静態）

　　　　名詞：r／n語幹（中性）、有生類t一語幹

C．6：o動詞：完了（静態）

　動詞がアスペクトによって分かれ、名詞が基本的に中性であり語幹によって分かれると

いうひとつの重要な結論を得ることができる。ただし、ギリシア語においては、いずれの

型も痕跡を残すのみでパラダイムとしては残っておらず、B型ぱ完全消減した。A型はイ

ンド・イラン語派とヒッタイト語に、B型はもっぱらヒッタイト語に負っており、C型はホメー

ロス・ギリシア語とガーサー・アヴェスタ語との組み合わせによってのみ出てくるだけであ

る。

　いずれにせよ、語根アオリストというのは印欧語の中にあっても最も古体的な活用形態

であって、ギリシア、インド・イラン、アナトリアというわずか三語派に残るのみであり、ホ

メーロス・ギリシア語においてはまだ健在ではあったものの明らかに衰退の方向に向かっ

ており、アッティカ方言においては、きOWαr置いた」、恥αr放った」、登σmv　r立った」、

登βηV「行った」、＆冗一ξδ帥V「走り去った」、童γVωV「知った」、登δむV「沈んだ」、きφV「生ま

れた、生じた」といったすべてラリンガル終わりの語根による九形ぱかりを残すのみとなっ

て、ここに語根アオリストはギリシア語の歴史上において事実上消滅したのである。

く本文注＞

（1）S．アオリストのパラダイムアプラウトを簡単に図式化すると、以下のようになる：
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　　　　　　　　　　　　　　　　IE

能動単数　　（6一）q6C、一D（②）　・（6一）d6遮一s－s（sg．2）＞G．Av．dai§r示した」

その他　　　（6一）C16C。一D　　　。（6一）d6遮一s匁（p1．3）〉Gk、登δεモξαv

　　　　　　G．Av．　　　　　　　　　　　IE

　　　　　　dar§t　r保つた」　〈　＊d愉一s－t（sg．3）

　　　　　　mansta「考えた」＜　＊m6n－s－to（Msg．3）

　　母音の音色自体はLat．vexi，OCSv鮎「運んだ」＜IE＊（6一）w瞭一s－1Ψ，etc．に保存され

　ている。

（2）これに関してぱ、単純H。一語幹も同様であった。「女」を意味する語は、次のように

　曲用したと考えられる：

　　　　　　IE　　　　　　　　　　　　　　　　　OIr．　Ved．

　　単主　　＊gw6n一写。　　R（6）一S（②）　　＞b㎝：j色ni一「妻」峯Russ．Xe鮎

　　　複　＊gwn一餉。一s　R（②）一S（6）一D（②）＞㎜色＝gn旨s－paむ「神女」：Gk．γ州，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Boeot．）βαv＆（Corinn．2I）

　　双主／対・gwn一餉。机　R（②）一S（6）一D（②）〉1㎜ai

　　すなわち強格（単数主・呼・対・位格）ではe階梯語根を、弱格（その他）では②階梯

　語根をとり、アクセントが語根から接尾辞に動くproterokinetic　typeの曲用を行っ

　た。ただ現実には、印欧祖語の段階ですでに接尾辞部のみの交替となり、多くは接尾

　辞部もe階梯で統一され、そこにアクセントが落ちた。

（3）この語根の再建形に、従来の＊gwhδではなく＊dhgwhというひっくり返った、しかも閉

　鎖音しかない形を用いたのは、カーサー・アヴェスタ語のd5江argta－／djifParta－／「アルタ

　神を破壊する」＜IE＊dhgwhi－t一による（Beekes：1995，134頁）。

（4）C1ReC。一型の語根によるアプラウト（独Schwebeab1aut）を指す。この手の語根は次の

　ようなアプラウトを行った：

　　　　　　　　　IE　　　　　　　　　　　　　　Lat．

　　C‘ReC。一　　＊pr脈es（pl．N）R（6）一D（e）　＞pτeces「懇願、祈り」

　　ClRoC。一　　＊pro豆一6－s［行為者名詞コ　〉pr．cus「求婚者」

　　C侭C。一　　＊pr亙一s蝸一H。　　　　　　＞pOscδ「要求する」

　　　　　　　　　　二G．Av．prsa，Ved．prcch邑一mi，Germ．foτschen
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（5）例えばヒッタイト語のt的mi　r私は征服する」＜1E・t6rH。一m－i過去形tar－ab－ta他r蚊

　「彼は征服した」＜IE＊t6rHブtはヴェーダ語のアオリスト形焔耐＜IE＊6－ter耳。一tに対応

　する（S、アオリストっぼく延長階梯でもって造リ変えられている）が、これはヒッタイト語

　の過去形が印欧祖語のアオリストを継承しており、アオリスト的機能を担っていたことを

　意味している（Oettinger：1979，222頁）。

（6）ヒッタイト語をはじめとするアナトリア語派では、ラリンガルの前後の＊e母音はその

　音色が維持された。例えば、r太陽」を意味するGk．（Gζet．）邸全λ10ら（Hsch），（I㎝．）

　立（F）台λtoら＜p．Gk．＊h盆welios←IE＊s虹一w1，属＊sH。一w釦一s（＞G．Av．hvarg，xv蒼㎎）に対

　応する集合数形IE＊s6H㌘w61＞Luw．重eりwε1「鋭い」のように。すなわち玉E＊εH。＞

　p．Anat．・ehであリ、通常の変化1E・eK。〉p．Anat．・aHと対立している。

（7）ヒッタイト語ではV賄。V＞V㎜Vなる変化が起こった。例えぱ、りuwa1h重一「むしり取

　られるもの」＜IE・H．w色1Hresであったが、ラリンガルの存在はLith．vil・a，Skt16r碑一，

　Lat．1餉a「羊毛」＜IE＊H，wiH、一n－eH、なる対応から察することができ（リトアニア語の鋭ア

　クセントはラリンガルの存在を示唆している）、またGk．λivoらεoら，τ6「嘆願者のしるし

　としてオリーブの枝に巻く羊毛の房」＜エE＊H．w1虹一n－os，一es－osよりそれが＊H1であるこ

　とをうかがい知る（Me1chert：1994，79～81頁）。

（8）p．Anat．D＞Luw．DD／6－V（6opの法則）。アナトリア祖語の有声閉鎖音はアクセント

　を持つ＊eの後と母音の前で重複化した：

　　例：玉E＊m6dh－u「蜂蜜（酒）」＞plAna仁＊m6du「葡萄酒」＞Luw．maddザGk．峠gリ

　（H471，η17g，v50，ζ194）「葡萄酒」，Ved．m色dhu，Av．maδu－ca，OHGmetu（＞Gem．

　Met），OE　meodu（＞E　mead），ORuss．meddo，Lith．med心一s，OCS　nユed口Ce1tiber．

　Medu－ge㎜s以上r蜂蜜（酒）」。

　　　　IE＊P6d一㎜一〇s（二p．Anat．）〉Luw．Padd㎜a§「運ぶこと」

　　　　　　cog．Lat．pes，対pedem「足」＜IE＊Pさd－s，＊P6d仰

　　　　　　Gk．mもS，　対冗6δα「足」〈IE＊p6d－s，＊p6d刈

　　　　IE・bh6－b憾h－w－eH。＞p．Anaむ＊b6b嬉waH一＞Luw．papparkuwa一「浄める」

　　　　　　［畳音式強意動詞コ

　　これは鼻音・流音にも通用した。
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　　　　IE・m61ふt一＞PlAnaし・m6hd一＞Luw．mallit－inzi（PL）「蜂蜜」二Gk．峠入t（A631，

　K234），属峰λしてog（A24g，Ψ170）「蜂蜜」，La亡me1，属m舳s，n．「蜂蜜」，H此m洲t一，paI

　［パラー語コm（a）1it一航na§「蜂蜜入りの」＜IE＊mレi－t一餉。一t朴os

　　　　肥＊dhgh－6m（一i）［位格コ＞p．Anaいdg6m（一i）→Luw．tiyammi一§「大地トHitt．

　tag航

　　　　　　　IE　　　　　　　　Hitt．　　　　　　　Ved．

　　　　単主＊dh台§㌧伽　＞　tεkan／t6gan／≒Gk．X舳v＜IE＊dh套h－6m

　　　　　属＊dhε㌧m－6s＞t幽樋§／tagn益s／　k睾m色s，9m色s，jm色s

　　　　　｛立　＊dh套h－6m（一i）＞　tagan／tag缶1／　　　　k鋒mi：Lith．脆狐さ，Ru－ss，3eM∬五

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Toch．A　tka叩　「大地」

　　（Me1chert：1994，74～75頁）。

（9）この変化の印欧祖語にさかのぼる代表的な例としては、次のようなものがある：

　　　　IE・H，16ng㌧n）（sg．1）〔語根動詞コ＞Hitt．1ink㎜「誓った」

　　　　IE・H正1釦gh－Oi－s　R（6）一S（6）一D（②）＞冊t〕ingai§「誓い」

　　　　coglGk．き入εWog　r責められるべきこと、恥、恥辱、不名誉」，台λεγX化，最上級

　さλ帥X。σてoら（対一〇v　B285）r責められてしかるべき、恥ずべき」

　　（Me1chert：1994，！39頁）。

（lO）ここにs一アオリストが所属することについては、一見説明がないように思われるか

　もしれないが、第3章に説明がある。また注（1）も参照のこと。
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吉田育馬：平成4（1992）、『印欧祖語における名詞パラダイムのアプラウトタイプの生成

　　　と発展』、（筑波大学大学院文芸・言語研究科平成4年度修土論文）。

あとがき

　前の論文を書いてから早くも3年が経とうとしている。この間にさまざまな人に書くこと

を勧められてはきたが、地道な古代語の研究においてなかなかデータも溜まらず、書くに

は至らなかった。かかる遅々たる研究状況において、最終的に決断を下したのば同僚の

山田久就君の『言語学論叢』への投稿の勧めによってであり、折しもやっとのことでデー

タが溜まりひとつの結論に至ったので、今回の投稿になった運びである。その意味で山

田久就君には感謝します。

　　　　　　　　　　　　　平成8年（1996年）12月28日（土）

　　　　　　　　吹田市役所環境事業部事業第二課（大阪府吹田市寿町）にて

舎　　争　　禽

　　　　董≡…双議m副㊧s　o晋電h㊧Ro⑪電A⑪姉§危§；n　Hom㊧姉c　G肝㊧㊧k

　　　　　　　　　　　　　　　　　鮒d

帷§An認1y割s1n餉㊧l1g雌o曾㎞d⑪モ岨ope認n　M⑪岬hd⑪釧c副Th㊧oW

炊αma　YOS川0ハ

　　The　aim　ofthis　paρθr　is　to　give　su冊cient　examρ1es　of　Homeric　Roo定Aoギists8nd

analyse　them　in　the　light　of　lndo－European　morρhological　theory．The　Root　Aorists

inρroto－lndoモuropean　present　the　mobile　type　out　of　the　lndoモuroρean　ablaut

tyρes．ln　recent　years，however，it　has　been　exρlicated　by　Johanna　Narten　and

others　that　a　few　of　the　Root　Presents　show　the　sセatic　tyρe．

　　γhus，theρoint　at　issue　is　theρossibility　of　the　fact　that　Root　Aorists　and

Peげect，which　show　the　static　tyρe，did　exist　inρroto－lndoモuroρean．l　concluded

that　two　Aorist　forms　and　two　Peげect　forms　in　Homeric　G陀ek　are　traces　of　the

ρroto－1ndoモuroρe8n　static　tyρe，which，in　tum，can　be　classified　into　two　subtyρes

according　to　the　aslつect　of　verbs．
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